
 

 

 
Ⅳ．財務諸表に対する注記 

 

 １．継続事業の前提に関する注記  該当なし 

 

 ２．重要な会計方針 

   （１）固定資産の減価償却について 

      車両運搬具及び什器備品は、定率法による減価償却を実施している。 

   （２）消費税の税額の算出について 

      税込経理で処理している。 

 

 ３．会計基準について 

   平成２０年会計基準で処理している。 

 

 ４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

   基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである。      （単位:円） 

 

 

 

 

 

 

 
 

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

   基本財産の内訳は次のとおりである。                    （単位:円） 

 

 

 

 

 

 

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産 65,300,000 0 0 65,300,000

特定資産

　5弦コントラバス 3,204,667 1,281,866 1,922,801

40周年記念事業積立資産 6,000,000 1,000,000 7,000,000

事務所引越積立資産 1,000,000 1,000,000 2,000,000

楽器運搬用トラック購入積立資産 7,000,000 7,000,000

楽器・楽譜購入積立資産 2,000,000 1,000,000 3,000,000

特定資産合計 19,204,667 3,000,000 1,281,866 20,922,801

科　　　目 当期末残高
(うち指定正味

財産からの充当

(うち一般正味

財産からの充当

(うち負債に対応

する額）

基本財産

　特定預金
65,300,000 0 0 －

特定資産

　5弦コントラバス
1,922,801 1,922,801 0 －

特定資産

　40周年記念事業積立資産
7,000,000 0 0 －

特定資産

　事務所引越積立資産
2,000,000 0 0 －

特定資産

　楽器運搬用トラック購入積立資産
7,000,000 0 0 －

特定資産

　楽器・楽譜購入積立資産
3,000,000 0 0 －
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６．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである 

 (単位：円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 

  補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 
 

８.指定正味財産から一般正味財産への振替額内訳 

  指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。  (単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ.附属明細書 

 

 基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記の５に記載しているので、内容の記載を省

略する。 

 
 

科 目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

什器備品（特） 4,180,000 2,257,199 1,922,801

建物 1,100,000 79,841 1,020,159

車両運搬具 2,847,305 2,847,304 1

什器備品 10,774,520 10,020,010 754,510

合 計 18,901,825 15,204,354 3,697,471

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上

の記載区分

(公財)千葉交響楽団事業補助金
千葉県環境生活部

県民生活・文化課
0 33,676,000 33,676,000 0 一般正味財産

令和5年度芸術文化振興基金助成金 日本芸術文化振興会 0 4,000,000 4,000,000 0 一般正味財産

事業補助金(ファミリーコンサートin船橋) 文化庁 0 0 一般正味財産

R5年度助成
(公財)ロームミュージック

ファンデーション
0 0 一般正味財産

113回定期演奏会助成金
三菱UFJ信託芸術

文化財団
0 400,000 400,000 0 一般正味財産

内容 金額

経常収益への振替額

減価償却額計上による振替額 1,281,866

合　　計 1,281,866


